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古典ギリシャ語の形容詞の

収数的語順と展開的語順について

竹島俊之

1.古典ギリシャ語の構文論的研究 (2)J 1) の中で、形容詞とそ

れが修飾する名詞の聞の語順関係をかなり詳細に論じたのだが、それ

をもう一度整理しておきたい。資料はヨハネ伝を用いる。

( 1) EV TOUT41 EδOCOoSf1 O nOT~p J.lOU， ivo盟即位

nQX'[VZq>EPf1TE Koi YEV~OSE EJ.lOi J.loSf1Toi.15，8 

この点で私の父は栄光を与えられたのである。

あなた方がたくさんの果実をもたらすようにと、

またあなた方が私の弟子になるようにと。

(2) OJ.l内vÓ J.l ~V AEyωuJ.lTv， Eav川 OKOKKOC 

TOU OiTOU nEcぬvEic T~V y~v anoSavn， OUTゐc
J.lOVOc凶VEI.EavδE anoSovn，fi副出血阻位
。tpEI.12，24 

まことに、まことにあなた方に言う。穀物の

種が地に落ちて死ななければそれはそれだけ

のままである。もし死ねば、多くの実をもた

らす。

(3) 'HKOλOU8EI dE Teillf100u ~i J.lωv nETpOC Koi 

ahi融凶釦泊三.18，15

イエスにシモン・ベトロスともう一人の弟子

がついて行った。

(4) ÉÇ~À8Ev oov立皿釦泊z尚RKoqo yvωOTOC 
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TOU OPXIEpEωc. 18，16 

司祭長の知り合いのもう一人の弟子が出てきた

(1)の文では noAUvr多くのj という形容詞は Kcpnゐvr実j の後に

位置し、 (2)では noAUvは Kcpnovの前に位置している。 (3)の文では

aMoc rもう一人の」という形容詞は問。I1T収の前に位置し、 (4)の文

では OaMocは OIl c8 I1T~Ç の後に位置している。

このように古典ギリシヤ語では形容詞は被修飾名詞の前に位置した

り、後に位置したりする。そしてこれは形容詞だけに限らず、指示代

名詞、不定代名詞、属格、分調、さらには関係代名詞とそれが修飾す

る名詞(英文法での関係代名調と先行詞)の聞にも見られる現象であ

る。

前述の論文の中では、形容詞などが後置される場合を「叙述的J、前

置される場合を「一概念的」という言葉で説明したが 2)本稿では前者

を「展開的語順J、後者を「収欽的語)1国」という術語で統一的に説明し

てみよう。

(5) Kc8wc EOωKCC aUTφ 民ouciav尚尚己盟邸包，

ivc nav o OEoωKCC CUTφ5ぬOncUToic弘辿x

副.~~耐. CUTI1 oE ÉOTIV 凶r9iýIQ~~@Ìl ivc 

VIVCI>OKWOIV oE並笠UdE拘置hIH(結論議皇位 Kci

Q~~融市出国回虫色 XPIOTÓV.17，2・3

彼に与えたものすべてが彼らに永遠の命を与

えるように、とあなたが彼にすべての肉への

権威を与えたように。これが永遠の命なので

す。あなたを唯一の、真の神と認識し、あな

たが送ったイエスをキリスト(香油を塗られ

た人)と認識することが。

この文の中では盆山由主耐b抵;ぷ掛尚治こおいて属格と被修飾名詞

の関係が展開的語)1目、属格の naσI1Cと σCPKOCの関係が収数的語順と

分析される。さらに与自主崩荷額が展開的語)1目、内記削減訟立が収

数的語)1国、 TOVP宙誕貼側近日皇位が収数的語 )1頂、 ~~~r~rh~尚小説
h豆OUVが収般的語順と分析される。
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2 . 数詞

数詞は多くの場合、名詞の前に置かれる。すなわち収数的語順にな

ることが多い。

(6) 簡単主t6J留婦釦盟副山dpTOIOUK apKOUOIV aUToic;.6，7 

百デナリオンのパンでも彼らにはじゅうぶんではない

(7) OC; EXEI ~，勤務包TOUÇ KpI8ivouC;. 6，9 

彼は大麦入りの五つのパンをもっている

(8) EyEIJIOav師陣細盟副盟!KKAaoIJaTωV EK T<IlV IRv世
包盟主 T<IlvKPl8ivωv 6，13 
彼らは大麦入りの五つのパンからのパン屑で

十二個の簡を一杯にした

(9) EAasov Ta ilJaTla aUTou則的oilloav結晶両州国凹

19，23 
彼らは上着を奪い、四つに分けた

これに対してヨハネ伝の次の例文では数詞が後置されている。

(10) 弘前aKoTEC;oov叫旦盛恒凶器極純 nEvTE~ 

官副議臨時 6，19
二十五、三十スタデイオン進んだ頃

これは数調に意味の比重があり、従って後置されている、すなわち

展開的語順がとられている、と説明される。数詞に意味の比重がある

ことは次の例文でもよく示されている。

(11) avEnEσav oov単位訟gTovapl8凶vWC; 

戸商崩事j量姉;函it6，10 
人々が席についた、その数五千人ほどが
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(12) 目VoE ~ BIl8ovio EYYUC T品VlEpocroA卯ωvぬc
ano O'T盛恒三総:m薩溢 11，18
ベーサニアはエノレサレムの近くでおよそ十五

スタデイオン離れていた

(13) 問。'内時四s百五世 naAlv~o'ov EO'ω01 l-Io81lTOi 
OUTOU Koi eωI-Iac I-IET'ounI)v. 20，26 

八日後ふたたび彼の弟子たちは中にいた、

そしてトーマスが彼らと一緒に

3. nac; rすべてのJ

nacも普通には修飾する名詞の前に置かれる。すなわち、収数的語

順が顕著である。

(14) ff~~ 生担主豆町PXETO np旬。UTOV，8，2 

すべての民衆が彼のところに来た

(15) ルoH盟主血豆岳山 ElcEI-IE EV 丁目。KOTiCl
μEivn.12，46 
私を信じるすべての人が暗闇に残されない

ように

(16) 11']O'oOc ouv Elo何聞b言語TaEOVOUEVQ. En' OUTOV 18，4 

イエスは来るものすべてが自分を目指している

のを知って

(17) onou描泊謀 011旦必血!O'uvEpxoVTOI 18，20 
そこにはすべてのユダヤ人が集まって来ます

(18) 前主主白血単旦包皿主主田恒y.aVTIAEyEI T(j> KoiO'opl. 

19，12 
自分を王にする人は皆皇帝に反駁するのです

盲
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(19) EPXETCI品pGTvog純金dnOKTEIvcc叫Q.cM~n 

λCTpEicv npoocpEpEIV Tφ8Eφ. 16，2 

あなた方を殺すすべての人が神に奉仕をすると

恩われる時がくる

(20) Kc8<I:lc EδωKCC CUTφ 伐oucicv出すポ田監包 17，2
すべての肉への権威を彼に与えたように

(21) ~v TOφ供 TOaAIl8IVOV， ÔφωTí~EI 描詰茸
金主皇2些no笠，EPXOIJEVOVEic TゐVKOσロov1，9 

これは世に来るすべての人を照らす真の

光だった。

他に 3，15; 3，16 ; 3，20 ; 4，13 ; 18，37 
nacが展開的語順をとる例文も見いだされる。しかし収数的語順の

場合とは意味の違いが認められる。

(22) OTCV dE Eλ8n EKEiVOC，TゐnVEUドCT~Ç aλ1l8Eicc， 
OOIlY内OEIulJac Ev Tn並並豆g間揃.16，13 
それが、すなわち真理の霊があなた方を

ことごとくの真理で導くだろう

(23) ouOE yap O nCT~p KpiVEI oudEva， aMa泊x
回並立fig;qq議dEdωKEVT<jl ul<jl.5，22 
父ご自身は誰も裁かず、裁きはすべて子に委ねた

6λOc r全体のJの場合も収数的語順の例文が見いだされる。

(24) 同協誠工主坦坦~ anoAIlTCI. 11，50 
民族全体が滅びないように

4.一般の形容詞および指示代名調で収数的語順が顕著な例。

(25) TOUTO OE EOTlV Tゐ8EAIlIJCTOU nEIJ4JCVTOc IJE 

ivc nav d OEdωKEV 1J01 IJ内anoAEowÉ~ CUTOU 

aMa aVCOT向。ωCUTゐEVTn蹴4岡山担.

6，39 
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これが私を送って下さった方の意志である。

私にお与えになったものを何一つ失わない

ために。しかし最後の日にそれを蘇らせよう

(26) λEYEI OUTφ 内Map8o.oToo OTl áVOOT~OETOI EV 丁目

。VOOTOOEIEV Tn溺記佐高山担.Q..11，24
マルタは彼に言う、私は知っています、彼が

最後の日に復活において蘇るだろうことを

(27) O a8ETぬVÈ~È Koi 同 λO~ßÓVωVTà M問 TO~ou 

EXEI TOV KpivOVTO OUTOV. O AOyor， OV Eλdλnσo 

EKEiVOr， KpiVEI OUTOV Ev Tn訪X百混血包旦.12，48
私を退ける人、私の言葉を受け入れない人は

彼を裁く人を持つ。私が語った言葉、それが

最後の日に彼を裁くだろう。

ヨハネ伝では「最後の日にJは他に 6，40; 6，44 ; 6，54に現われてい

る。

同じように次の例文では指示代名調 EKEiVIlが収数的語順をとってい

る。

(28) Ev ~~.樹五工員削包.Q. È~È OUK ÈpωT~OETεOÚδÉv.16 ，23 
その日にはあなた方は私に何も尋ねないだろう

(29) Ev説副品工且担担旦 EVTφóVÓ~OTí ~OU OíT~OE08E 
16，26 
その日にはあなた方は私の名で願おうよ

( 30) Ev ~~~ìYíJ In叫包QyvφσEσ8E 卯Eir， OTI EyφEV 

TφnOTpi ~OU Koi ú~ Eir， Ev È~oì K6yぬEVú~ïv.14， 20 

その日にはあなた方は知るだろう、私が父の中に、

あなた方が私の中にそして私があなた方の中にい

ることを
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ヨハネ伝 20 章の中で 4 回出現している 6 甑X~'~ 凶釦並.Ç r もう一人
の弟子Jはこの福音書を記述したヨハネ自身を指しており、(3 )の無

冠調の紙品五回釦工以もこの人を指している。

(31) EPXETCI npoc; ~í lJωva nETpov Kai npoc; TOV 5'XK耐
国釦並三 20，2
彼女はシモン・ベトロともう一人の弟子のところに

来る。

(32) É~~À8EV ouv o nETpoC; Kai O 9時五百四釦並g

20，3 

シモン・ベトロともう一人の弟子が出て行った

(33) o臨時四釦出 npoEδpalJEVTaXIOV TOU nETpOU 

20，4 

もう一人の弟子はペトロよりも早く走った

(34) TOTE ouv Eia~À8Ev Kai O D描 3凶釦泊三 20，8
その時、もう一人の弟子も入ってきた

展開的語順の(4)の文を収般的語順のこれらの文と比較すると両概

念の違いが際立つように思われる。

5.指示代名調

5.1.展開的語順

(35) Ey白OUKEilJl EK TO旦盛山山配油部iι8，23
私はこの世からの者ではない

(36) 川 lawvT~VψUX内V aUTou Ev TW盛田昌情。1巾

Elc; ~ω~V alφVIOVφuλå~n aÚT~v. 12，25 
この世で命を憎む者は永遠の命へとそれを守る

(37) vuv Kpimc; EaTlv TO旦国製叫子部哲Il.12， 31 
今はこの世の裁きである

4
川
宮

内

J



(38) a OUK EOTlV yEypa叫JEvaEv埠血貼iw'[部市 20，30
この書に書かれていない

(39) AEyEI OUV 金目白並g 翫~tY-QQ OV ~yåna O 111σOUC; 

TφnETP4> 21，7 

イエスが愛しておられたあの弟子がベトロに言う

(40) nac; o nivωV EK TO旦血豆虫駆旺翻 4，13
この水を飲むすべての人は

この文はこれが置かれている文脈の中で、次の収数的語順の文と対

比して考察すべきであるようにおもわれる。

(41) oaC;ド01掛官時並血盟 4，15
その水を私に下さい

(42) 01 naTEpEC;削WVEv 工島包旦尚世話 npooEKUVl10av.

4，20 
私たちの先祖はこの山で祈りました

(43) EyゐOUKavasalvw EIC;泊笠包匹担詰暗躍 7，8
私はこの祭りには行きません

(44) TiC; EOTIV Q並盟.CQ日現 OVETnEv 7，36 
彼が言ったこの言葉は何であるか

5.2.収数的語順

(45) o TpぬyωV[踊韻調並笠包盟笠 ~IÍOEI EIC; 

TOV alwva 6，58 
このパンを食べる人は永遠に生きるだろう

(46) 罰論虫四泊 KaTE~ l1 nTal En' aUTo判 P4>8，4 

この女性は現行犯で逮捕されました

(47) 却制止包些些坦 OUKEOTIV npゐc;8avaTov aλλ' 
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。nEpT~ C; M~I1C; TOU 9EOU.ll，4 

この病気は死に向かうものではなく、神の

栄光のためなのです

(48) án' 員融l~m~ ouv語Z血£四.CEsOUλEuaOVTO ivo 

anOKTEivωOIV OUTov.ll，53 
その日から彼らは彼を殺そうと協議した

(49) ola Ti [Qy:tg並叫但笠 OUKEnpa911 TploKoaiωv 

ol1vopiωV Koi Eoo911 ToiC; nTxoiC;;12，5 

なぜこの香油を 30デナリオンで売って、

貧乏な人に与えなかったのか

(50) TiC; EσTlV T島出生叫包 TOUov9pφnou;12，34 
この人の子というのは誰ですか

(51) OTE OUV ~KouaEv O nlλaTOC; TQ!酎伺並x泊四笠

IJ白人λovEφo附911.19，8
ピラトはこの言葉を聞いたときいっそう恐れた

(52) 円Vyap IJEyá川内向凶pO 総~T掛~~ TO旦盟民主型

19，31 
この安息日は大きな祝祭日だったから

(53) E~~ À.9EV OUV五倍直面車並担.CEiC; TOUC; adEA.φOUC; 

OTI O lJo9 I1T~C; EKEivoC; OUK ono9v!IaKEI.21，23 
あの弟子は死なないという噂が兄弟たちの問で

広まった。

(54) Eyvωouv O nOT~p OTI EV凶;附語釦♀ EVii 
ETnEV OUTc'il o 111σOUC;， o uioC; aou ~ñ .4， 53 

父親はイエスがお前の息子は生きる、と言った

時刻である、と知った
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(55) 目Vi5E crassaTOv Ev ~k~IYn rn品品目 5，9
その日は安息日だった

5.3. 展開的語順の文も収数的語順の文も同じような頻度で現われて

いるのだが、指示代名調の語順は現代英語、ドイツ語では収数的語順の

みが許されるのに対して、ギリシャ語では文脈によって展開的語順も

許されることを学習の最初から認識しているだけでじゅうぶんである

と私は考える。ちょうど属格と被修飾名詞の関係において現代ドイツ

語では圧倒的に展開的語順が優勢であるが、ザクセン 2格という収数

的語順が使われる文が時折見いだされ、それをザクセン 2格だと判断

すれば何の抵抗もなく受容できると同じように。

古田尚久氏は「日本語手話では、一般的に修飾語が後置される傾向

がある Jと述べているが 3)、具体的事物たとえば「靴Jをまず表出し、

その後で抽象性の強い形容詞たとえば「赤いJを表出して、全体とし

て「赤い靴Jを表出するという、この手話の原理はそのまま、この論

文で述べている展開的語順に当てはまる、と思われる。

6.品質形容詞、数量形容詞

指示代名詞について 5.3.で述べたことは品質形容詞、数量形容詞に

もそのままあてはまる。すなわち、英語でもドイツ語でも付加語的用

法の場合は修飾する名調の前に置かれる収数的語順だけが許されるが

ギリシャ語の場合は展開的語順が普通である。これを理解するには、

英語、ドイツ語で関係代名詞と先行調という関係で展開的語順が固定

したこと、ドイツ語で属格と被修飾名詞の間で展開的語順が固定した

その原理を考えれば抵抗なく受容できるように思われる。

(56) Kai nav TゐKapnov<tEpov Ka9aopEI aUTo iva 

阻即位b浪lo:v話料pn.15，2 

実をつけるすべての(枝は)もっと多くの実を

つけるようにと(農夫は)それを男定する。

(57) O j.JEvωv Ev Ej.Joi Kayw Ev aunj) oihocφEpEI 

回阻主主f19Mx.15，5
私の中にとどまり、私も彼の中にとどまる人、

月
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その人は多くの果実をもたらす。

(58) Ev TOUTCJl EOocao倒的町内Pj.lou， Tva盟四主主

i1]X蹴φEPIlTEKai yEVllo8E Ej.loi仰向Tai.15，8
この点で私の父は栄光を与えられたのである、

あなた方がたくさんの果実をもたらすようにと、

またあなた方が私の弟子になるようにと

(59) á j.l ~v á j.l ~vλÉyω0 ド.ïv，Éàv 同 Ó KOKKOC TOU OiTOU 

nEcwv Elc T~V y~v an08avn， athoc j.lOVOc j.lEVEI. 
Eav oE an08avn，部崩語盟国主主 φEpEI.12，24

まことに、まことにあなた方に言う。穀物の種

が地に落ちて死ななければそれだけのままであ

る。もし死ねば、多くの実をもたらす。

(58)の文では noAUvr多くのJという形容詞は後置され、 (59)で

はそれは前置されている。前者の文では「もたらすJという行為の主

体は「あなた方j である。 (56)，(57)の主体も具体的に表象できる、従

って叙述的な語順である展開的語順が用いられている。 (59)では行為

の主体は背景に退き、「多くの実」が一つの概念として提示され、従っ

て収欽的語順が用いられている、と説明される。

(60)λEyouOIv 01 j.la8llTai aUTou. 'iOE v口vEv napPIlσiCl 

AaAEic Kai国胆叫監査碕長踊草 AEyEIC.16，29 
彼の弟子たちは言う、今あなたは明瞭に語って

おられます、いかなる響えも言っておられません。

(61) iOE ayωUj.I.iv aUTov Ecω， ivayvwTE OTI ouoEj.liav 
。ITiavEupiOKωEvaUTφ.19，4 

見よ、私は彼を外に連れ出した、私が彼にいかな

る罪も見いださないということをあなた方が知る

ように。

( 60)の napolj.liavouoEj.liavはイエスに直接向けられた発話の中であ

るために展開的語順であり、 (61)の ouoEj.liavairiavは従属節の中で

あるので収数的語順と説明される。
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7.関係代名詞節と被修飾名前の語順

7. 1.展開的語順、

これは英文法での関係代名調節と先行詞の関係に一致する語順であ

る。

(62) dTI E8Ewpouv草田且血置 EnoiEIEni n'ilv 

ao8EVOUVTωV 6，2 

彼が病人たちにたいして行っていたしるしを

見ていたから

(63) 凶単語 öíöωçív 問。 nOT~p 叩ゐç EIJE: ~~EI 6，37 
父が私に与えたものはすべて私のところに来る

だろう

(64) V口Voe: ~IlTEiTè: ~ a円OKTEivOI邸訪主勉強皇位

ÀEÀÓÀIl KO 卯lïv 目立 ~Kouoovnopà TOU 8EOU 8，40 
今あなた方は父から聞いた真理を語った私を

殺そうとしている

(65) 位担皿銀OTOEXω 躍OUKEOTlV EK T~Ç OUλ月cTOUTIlC 

10，16 
この羊小屋からではない別の羊を持っている

英文法の 関係代名調と先行詞と同じ語順を示しているのは

1，2; 1，4; 1，24; 1，39; 1，39; 1，41;2，24;4，14;5，20; 10，25; 11，2; 12，49: 13，23; 
14，12; 14，17; 14，24; 14，26; 15，26; 17，2; 17，6; 17，7; 17，11; 17，22; 17，24; 18， 
11; 18，13; 18，32; 19，26;21，7; 21，20 ;21，25; 

7.2.収数的語順

英文法で言う先行詞が関係代名詞節の後にくる構文

(66) 01 ouv av8pwnol IOOVTEC a蹴:頂期四且盛笠 EλEyOV

OTI oi5Toc; EOTIV aAl18wC; O npocp~TI1Ç O EPXOIJEVOc 

Eic TOV KoolJov.6，14 
彼が行ったしるしを見て人々は言った、彼は真に

nu 
n
J
 



予言者だと。

(67) TOTE IJEv 印刷EVEv盟問並lli!!duo仰Epac.11，6 

その時は自分がいた場所に二日間滞在した

(68) 'iva ylvφO'KωO'IV O'E TゐVドOVOV6λ1')81vov 8EOV 

Koi翻賢建砧献議回虫色XplσTov.17，4
かれらがあなたを真の神だと認め、あなたが

送ったイエスをキリスト(香油を塗られた人)

と認識するように

この連体修飾関係は英語では関係代名詞と先行詞という術語が示す

ように展開的語順で固定したのにたいして、日本語では頑なに収数的

語順が守られる、という事実がこうした観察を通して明らかになるよ

うに思われる。

8.属格と被修飾名調の語順関係

(69) O'U P硝 VinTEIC凶盈ζ13，6
あなたが私の足をお洗いになるのですか

(70) OU川 viljJnc品連盟主主並盈!;Elc TゐVoiwvo 13，8 

私の足なんか絶対に洗わないで下さい

(71) KUpIE，川盟主5並盈!;iIo，u IJOVOV 6Ma Koi 

Tac XEipac Koi TIIV KEφoλ内v.13，9 

主よ、私の足だけでなく手も頭も

前述の論文の中ではこれを「ベトロの心の微妙な動きが感じとれる

ような気がする J4) と説明した。この語順の違いはどのように説明で

きるだろうか。それをここで試みてみよう。

(72) TOOTO ÉM~I')O'EV 11')0'00c 

Koi Énápoç 盟主!;Q(1)90λωùC 硝荷量~a EIC; TIIV OUpOVゐv

e:TnEV. 
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nOTEp，EA内入U8EV~ゐpa.

δó~a c;óv it.i:iu並三叫主主，

iva o ulゐqδO~óσnσE，

Ka8ci.Jc; ËõωKaωaUTφÉ~ouc;íav noal1C;σapKOC;， 

iva nav o oEoωKac; aUTφ 

δぬanaUToic; ~ω内valφvlov.17， 1 ・2

イエスはこう言って目を天に上げて言った。父よ、

時が来ています。あなたの子に栄光をお与え下さい。

子があなたに栄光を与えるために。彼にあなたがお

与えになったすべてのものが彼らに永遠の命を与え

るように。

TOUC; 6φ8aAl-louc; aUTouは展開的語順であり、 aouTOV uiゐvは収数的

語順である。前者では「彼の、すなわち、イエスのJ という「個」の

概念が具体的に表象されるのに対して、後者では aouとTゐvuiovの結

び付きは固く、「あなたのJという「個Jの概念の表象は後退している、

と主張できる。

従って、属格と被修飾名詞の関係が収数的語順である (69)と (70)

の文は「私の』を訳語からとり除いて「足をお洗いになるのですかj、

「足なんか絶対に洗わないでください」と訳し、展開的語順である (71)

は「主よ、私の足だけでなく手も頭も」となり、「私の』という「個J

の概念が適切に把握できるように思われる。

もう一つ例を挙げて同じような説明を試みてみよう。

(73) OTI O oouAOC; OUK OTOEV Ti nOIEi純正91l生息通血5・

15，15 
奴隷は主人が何をしているかを知らない

(74) J.jVI11-10VEUETE TO日λoyou00 Eyw ETnov Ul-liv. 

OUK ÉσTIVδOÚλoωμí~ωV TO旦盟副盟副議母.
15，20 

奴隷は彼の主人よりは偉大ではない、と私が

言った言葉を思い出しなさい。

(73)の収数的語)1目。UTOO6 KUPIOC; r主人Jに対して(74)の TOUKupiou 

aUTO日「彼の主人より」は、文が「どちらが偉大か」という命題文だ
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から、当然奴隷の「個」が表象され、従って展開的語順になっている

と説明される。

(75)μEiVOTE EV埠位担a間証描.
Eav泊三位四泊三五，[GTI1 P~aI1TE ， 
I..IEVEITE EV rn位担且臨耳，

Ko8eiJC; EyぬTaC;EVTOAOC; TOU nOTpOC; I..IOU TεT内PI'}KO

Koi凶vω 宮町問 EVrn位担n.15ル10

私の愛の中にとどまりなさい。もし私の戒めを

守るならば、あなた方は私の愛の中にとどまる

でしょう、私が父の戒めを守って、彼の愛の中

にとどまるように。

この文中の展開的語順の丁目 的annI-IOUと収欽的語)1頂の OUTOUEV T目

的annの対比も同じように説明される。所有形容詞の TnEl-lnでは「私

のJという「個Jの表象がさらに前面に出ているように思われる。

(76) 川 TopoaC;Ea8ω 踊蹴血盟民担.14，1
心を乱すことがないように。

(77) TO日TOAEλdλI'}KO UI..IIV 

ivo !I盟主主援却施 EVul-liv ii 
Koi !I盟主主郎議;vnAl'}pω8n.15，l1 

(76)の収数的語順の UI-IWV内Kopoioに対して、 (77)の内印内という所

有形容詞と並列的に用いられている、展開的語順の内 xopauμWVでは

「あなた方の」という「個Jの表象が前面に出ていると説明される。

(78) 品v 並三位盟泊三吉童話 Tl'} p~a l'}TE，ぃ EVEITE EV埠

位担aぬγ日， Ko8ぬc;Eyφ 並S包盟組z指百"f!q王品骨
髄JTET~P I'} KO Koi I-IEvω 弱王鵠 EVrnむ包n.15，10
私の命令をあなた方が守るならば、あなた方は

私の愛にとどまるでしょう。私が父の命令を守

って彼の愛にとどまるように

(75)で説明したこの文は別の視点からの説明も可能である。

/レター訳聖書 1984年版
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Wenn ihr踊踊皇国民 haltet，so bleibt ihr in m~TÔ~t 

U些旦， wie ich i1Y!鍋蕗VatersG些且金 halteund bleibe 

in 宣言iIfi磁U些皇・
1979年の統一翻訳 Einheitsubersetzung

Wenn ihr fu~街道邑恒星 haltet， werdet ihr in m'einer 
U些旦 bleiben，so wie ich gie Gebote而柿色合:向ter'g

geh山 nhabe und in 醐 gr.!J血 bleibe.

この文中の展開的語順の TacEVToMC; J，Jouと収数的語順の CUTOU

EV Tn 6yannは対比という文体論的概念で説明される。

この対比という概念はこの言語の語順を考察するさい、非常に重要

な概念だと考える。

次の文では定動詞の位置において対比が見られる.

(79)h商品器ElcTゐVnCTEpa悶 iElc EJ，JE育14Y22Et--
14，1 

父を信じなさいそして私を信じなさい

(80) Kc8何百殖細宙局J，JEO naT~p K6yぬUJ，Jocn凶而出.

15，9 

父が私を愛したように私もあなた方を愛した

次の例では展開的語順と収数的語順の対比が現われている。

(81) n品C;OUVCTCI色釦盟虫歯心両前ぬ初日
耐剤世田μ血 nOIEiv;9，16 
どうして罪ある人がこのようなしるしを

行うことができるのか

現代ドイツ語では属格と被修飾名詞の語順は展開的語順が圧倒的に

優勢であるが、それを補うように収数的語順の所有形容詞が発達して

いること、稀にではあるが収数的語順のザクセン 2格が現われること

を考慮に入れるとき、この言語において属格と被修飾名詞の間での展

開的語順と収数的語順の自由な交替はじゅうぶんに受容できると思わ

れる。そして自由に見えるその交替も「個j という概念を持ち込み、

さらに「対比Jという文体論的な観点にたてば説明可能であるように

qa 
dιτ 



思われる。

最後にその交替が際立っている例文を挙げておこう。

(82) ゐTp的ωViJ'副泊主国郎Q Kci nivωvW益出並品坦

EXEI とωIIv01白VIOV，Kay白白VCOT向。ωCUTOVTn 

EoxaTn ~I.l ÉPQ・内 yàp 国民幅制。λrt8~ç EσTIV spwmc， 
Kci並d凶蹴:t1.6λrt8~ç EOTIV nomc. O TpφyωV iJo.:ll 

誼￥盛郎旦 KciniOvωv 函d工主品担 Ev却oiI.lEVEI 

K6yぬEVCUTφ.6，54-56 
私の肉を食べ、私の血を飲む者は永遠の命をもち、

最後の日にその人を復活させよう。私の肉は真の

食べ物であり、私の血は真の飲み物だから。私の

肉を食べ、私の血を飲む者は私の中にとどまり、

私も彼の中にいる。

この文中では UOU 盟主旦陛旦(収欽的語)1頂)と a 皿~p鎚(展開的
語)1慎)、b!qVTO型凶(収数的語)1慎)と盟盟国ω五(展開的語)1慎)と

いう交替が見いだされる。

1 ) 
『プロピレア』第 14号 2002年

2 ) 
同書 32頁

3 ) 
修士論文「日本手話における指さし表現の分類J広島大学文学研究科 2003年 p.48

4 ) 同書 34頁
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Untersuchung über die zusammenziehende Wortstellung 

und die entwickelnde Wortstellung des Adjektivs des 

Altgriechischen 

Toshiyuki TAKESHIMA 

Im Altgriechischen setzt man ein attributives Adjektiv dem 

bestimmten Subsantiv vor oder nach. Genauso setzt man ein 

Demonstrativpronomen, einen Relativsatz, ein attributives 

Partizip und einen Genitiv dem bestimmten Substantiv vor oder 

nach. Ich habe die Wortstellung, daß man ein attributives Wort 

dem bestimmten Wort vorsetzt, zusammenziehende Wortstellung 

genannt und die Wortstellung, daß man ein attributives Wort dem 

bestimmten Wort nachsetzt, eine entwickelnde Wortstellung. 

Als Quellenmaterial habe ich das Evangelium nach Johannes 

benutzt und die folgenden Tatbestände feststellen können. 

Ein Numerale setzt man meistens dem bestimmten Wort vor, 

d.h. in vielen Fällen kommt eine zusammenziehende Wortstellung 

vor. Im Satz mit entwicklnder Wortstellung eines Numerales 

kann man feststellen, daß das Numerale einen bedeutenden Wert 

hat. 

rruv"alles" setzt man meistens einem bestimmten Wort vor, 

d.h. in vielen Fällen, wenn man rrav gebraucht, herrscht eine 

zusammenziehende Wortstellung. Dagegen gebraucht man in der 

entwickelnden Wortstellung das Wort in der Bedeutung" jedes". 

Beim attributiven Adjektiv und dem Demonstrativpronomen 

findet man beide Wortstellungen,also die zusammenziehende 

und die entwickelnde Wortstellung. Die entwickelnde 

Wortstellung kann man als schildernd und beschreibend auffassen. 

Beim Substantiv der entwickelnden Wortstellung zeigt sich 

deutlich der Begriff des "Einzelnen" . Dagegen zeigt sich im 

Substantiv der zusammenziehenden Wortstellung der Begriff des 

"Einzelnen" undeutlich oder gar nicht. 
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Einen Relativsatz setzt man meistens einem bestimmtem 

Wort nach, wie im Deutschen und Englischen, aber man kann 

selten Sätze finden, in denen man einen Relativsatz einem 

bestimmten Wort vorsetzt. 
Einen Genitiv kann man frei einem bestimmten Wort vor 

oder nachsetzen. Doch zeigt sich beim Substantiv der 

entwickelnden Wortstellung der Begriff des "Einzelnen". Dagegen 

zeigt sich beim Substantiv der zusammenziehenden Wortstellung 

der Begriff des "Einzelnen" undeutlich oder gar nicht. 
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